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＜自尊感情＞（4 件法，10 項目）は，Rosenburg（1965）の自尊感情尺度（Self-Esteem Scale）
を，＜ストレイン＞（4件法，20項目）は，清水・今栄（1981）のSTAI-日本語版（大学生用）の状
表2-2 調査対象者の主な属性の割合
実数 ％ 実数 ％
男性 169 64.0 ＜基礎講座＞Ⅰ 124 47.0
女性 92 34.8 ＜基礎講座＞Ⅱ 91 34.6
無回答 3 1.1 ＜基礎講座＞Ⅳ 52 19.8
1年 212 80.3 ＜実践講座＞Ⅱ 22 8.4
2年 16 6.1 自主的な勉強（語学，資格取得，就職など） 111 42.0
3年 24 9.1 教員との交流 51 19.3
4年 9 3.4 大学公認の部活動（体育系） 89 33.7
5年以上 1 0.4 大学公認の部活動（文化系） 53 20.1
無回答 2 0.8 サークルや同好会（体育系） 109 41.3
文系（4学部） 126 47.7 サークルや同好会（文化系） 42 15.9
理系（7学部） 135 51.1 学校行事やイベントの企画・運営 44 16.7
その他 ※1 1 0.4 社会活動（ボランティア，NPO活動等を含む） 35 13.3
無回答 2 0.8 一人暮らし 198 75.0
下の方 11 4.2 アルバイト 231 87.5
中の下 10 3.8 仕事 8 3.0
中くらい 24 9.1 就職活動 15 5.7
中の上 74 28.0 インターンシップ 13 4.9
上の方 143 54.2 留学 21 8.0






注2 まだ何も考えていない。 40 15.4
合計 259 100.0
就職する 90 74.4




































































（4 件法，10 項目），＜高校時代のアスピレーション＞（4 件法，7 項目），＜入学後の経験（授業以
外）＞（無制限複数回答形式，14項目），＜卒業後の進路＞（択一法，5項目），＜現在の悩みごと＞


































































1．幅広い分野への知的関心 知識・理解 教養 幅広い分野への知的関心
2．幅広い分野の知識 知識・理解 教養 幅広い分野の知識習得
3．専門分野の知識や技能 知識・理解 専門性 特定分野のための基礎的能力
4．将来の職業に関連する知識や技能 知識・理解 教養 幅広い分野の知識習得
5．豊かな教養の基礎となる人間性・倫理観 態度・志向性－倫理観 教養 人間性・倫理観
6．新たな発想・発見につながる創造力・想像力 総合的な学習経験と創造的思考 教養 創造力・想像力
7．物事を論理的に考える力 汎用的技能－論理的思考力 教養 論理的思考・判断力
8．的確に判断する力 汎用的技能－論理的思考力 教養 論理的思考・判断力
9．必要とする情報を的確に収集する力 汎用的技能－情報リテラシー 情報力 情報収集力
10．得られた情報を正しく分析・活用する力 汎用的技能－情報リテラシー 情報力 情報活用力
11．主張・提案したい情報を適切に発信する力 汎用的技能－情報リテラシー 情報力 情報発信力
12．自ら課題を見つけ，それに取り組む力 汎用的技能－問題解決能力 行動力 主体的行動力





15．外国語の能力 汎用的技能－ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ・ｽｷﾙ 行動力 言語力-言語を理解する力
16．コミュニケーション能力 汎用的技能－ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ・ｽｷﾙ 行動力 言語力-言語を運用する力
17．生涯にわたって，自己成長を追求し続ける力 態度・志向性－生涯学習力 自己実現力 自己実現力
18．コンピュータの操作能力 汎用的技能－情報リテラシー 情報力 情報活用力
19．数量的に分析し，理解し，表現する力 汎用的技能－数量的スキル 情報力 情報分析力
20．自らを律して行動する力 態度・志向性－自己管理力 行動力 主体的行動力
P大学
各項目に対応する指針やDP
























  8．的確に判断する力 .768 .166 .617
  7．物事を論理的に考える力 .717 .309 .610
10．情報を正しく分析・活用する力 .690 .349 .598
  9．情報を的確に収集する力 .650 .329 .530
17．自己成長を追求し続ける力 .648 .325 .526
13．協調して物事を遂行する力 .644 .211 .459
11．情報を適切に発信する力 .610 .281 .451
12．課題を見つけ，取り組む力 .573 .340 .443
  5．人間性・倫理観 .546 .422 .476
20．自らを律して行動する力 .539 .281 .369
16．コミュニケーション能力 .532 .124 .299
  6．創造力・想像力 .518 .447 .468
  2．幅広い分野の知識 .264 .792 .697
  3．専門分野の知識や技能 .194 .779 .645
  1．幅広い分野への知的関心 .392 .664 .594
  4．将来の職業に関連する知識や技能 .268 .655 .501
15．外国語の能力 .155 .454 .231
19．数量的に分析，理解，表現する力 .332 .433 .298
14．国際的な視野 .203 .447 .241
固有値 5.185 3.869 9.055







































































































かなり身についた ある程度身についた あまり身についていない 全く身についていない
(%)
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全くそうである ほぼそうである いくぶんそうである 全くそうでない
(%)





























16．※満足している。 .735 -.005 .540
10．※気分がよい。 .731 .114 .548
  8．※ゆったりした気持ちである。 .727 .200 .568
15．※リラックスしている。 .707 .254 .564
19．※ウキウキしている。 .688 -.165 .501
  5．※ホッとしている。 .629 .129 .412
  2．※安心している。 .596 .183 .388
20．※たのしい。 .587 .103 .355
11．※自信がある。 .556 .018 .310
  1．※平静である。 .394 .198 .194
12．ピリピリしている。 .064 .780 .613
14．緊張している。 .152 .738 .568
13．イライラしている。 .068 .700 .495
  6．どうてんしている。 .021 .658 .433
17．心配である。 .305 .633 .493
  7．まずいことがおこりそうで心配である。 .198 .629 .435
18．ひどく興奮しろうばいしている。 -.060 .619 .387
  9．不安である。 .465 .530 .497
  3．固くなっている。 .029 .509 .260
  4．後悔している。 .283 .450 .283
固有値 4.600 4.245 8.845






























































よく利用している ときどき利用している あまり利用していない 全く利用していない
(%)
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4．この大学にぜひ行きたいと思っていた。 .201 .810 .696
3．どの大学に行くのかはっきりしていた。 .342 .662 .555
5．受験勉強を熱心にした。 .142 .457 .229
固有値 2.017 1.534 3.551
因子寄与率（％） 28.81 21.91 50.73




































































































あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない
(%)
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  3．授業に関連する論文や書籍などを読んでいる。 .827 -.077 .690
  4．授業に関連する論文や書籍を，図書館で借りている。 .701 -.058 .495
 1．授業の前に，学習する内容を予習している。 .656 .191 .467
  5．授業に関連する情報を，インターネットを使って調べている。 .638 .068 .411
  2．授業の後に，学習した内容を復習している。 .608 .344 .488
 6．授業に関連する情報を，テレビや新聞で見ている。 .541 .057 .296
 9．授業でわからなかったことは，自分で調べている。 .471 .328 .329
  8．授業でわからなかったことは，教員に質問している。 .436 .220 .238
11．授業には，毎回出席している。 .007 .766 .586
15．授業では，重要な内容をメモに取っている。 -.030 .610 .373
12．授業には，遅刻していない。 .220 .583 .388
  7．授業で出された課題は必ず提出している。 -.001 .583 .339
14．授業では，教員の話を注意深く聞いている。 .299 .551 .393
10．授業に必要なテキストや資料を必ず持参している。 .177 .545 .329
固有値 3.256 2.567 5.823










































































よく行っている ときどき行っている あまり行っていない 全く行っていない
(%)












































13．自分が嫌いなこと，不得意について考える。 .128 .777 .620
12．自分が好きなこと，得意なことについて考える。 .177 .755 .601
10．これまでの自分の生き方について振り返る。 .150 .742 .573
  9．自分という人間について考える。 .237 .721 .577
11．これからの自分の生き方について想像する。 .171 .720 .547
  8．自分の長所や短所について考える。 .237 .667 .501
固有値 3.438 3.420 6.858































































とても悩んでいる 少し悩んでいる あまり悩んでいない 全く悩んでいない
(%)
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  5．精神面の健康 .774 .142 .620
11．日常生活 .713 .164 .536
  1．友人関係 .710 .162 .530
  4．性格 .670 .293 .535
  6．身体面の健康 .635 .121 .418
  2．異性関係 .593 .175 .382
  3．家族関係 .555 .020 .309
  7．学業 .543 .302 .387
  8．課外活動 （部活動・ アルバイトなど） .542 .266 .364
12．金銭面 .451 .167 .231
  9．卒業後の進路 .106 .942 .899
10．就職活動 .236 .674 .510
固有値 3.983 1.737 5.719
因子寄与率（％） 33.19 14.47 47.66
－  175  －
大学生の学習成果とストレインの要因分析
 表3-3-1 探索的重回帰分析に投入する独立変数と有意差が確認された項目（従属変数別）












































































β ｐ β ｐ β ｐ β ｐ
0.244 ***
入学後の経験 自主的な勉強 0.180 ** -0.143 *
（授業以外） 校友会・サークル -0.154 **
留学 0.171 **
-.165 ** 0.214 ***
0.159 **
高校時代の 将来展望 0.216 ***
アスピレーション 大学進学 0.168 **
学習行動 熱心な学習姿勢 0.122 *
真面目な授業態度 0.165 **
キャリア探索行動 環境探索 0.169 **
自己探索 0.250 ***
現在の悩みごと 日常生活の悩み -0.150 * 0.269 *** 0.316 ***
進路の悩み 0.328 ***
ストレイン（状態不安） 不快・未充足 -0.154 *
緊張・心配 0.136 *












－  176  －
「日常生活の悩み」（β=0.269，p<0.001）が続く。また，「汎用的能力」（β=-0.176，p<0.01），「キャ
リア形成＜基礎講座＞Ⅰの履修」（β=-0.165，p<0.01）の影響も認められた。 
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